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　In　aerebic　bacteria，　their　DNA 　bases　are 　frequently　oxi −
dized　by　reactive 　oxygen 　species （ROS ），　It　is  own 　that　8−

oxo −G　mispairs 　with 　adenine 　and ，　therefore，　causes 　G ：C→

T：Amutations ．　 An 　 extremely 　 themophilic 　 eubacterium ，
Thertnus　thermophiius，　grows　optimally 　at　70−75°C．　In　aer −
obically　growing　cells　of　7：thermophilus ，　it　is　assumed 　that
oxidation 　reactions 　 occur 　at 　a 　much 　higher　frequency　 com −

pared　 with 　 mesophilic 　 cells．　We 　 constructed 　 mutM 　and

mutV 　deletion　mutants 　of 　Z　therm （）phi〜us 　and 　demenstrated
that　spontaneous 　mutation 　rate 　of 　G ：C → T ：Awas 　extremely

higher　in　a　mzttMstrain （defect　in　8−oxo −G 　glycosylase），　but
not 　in　 a　mutYstrain （defect　in　MutY 　glycosylase），　compared
with 　a　wild −type　parent　strain．　On 　the　other 　hand，　it　has　been
  ow 　that　 T．　 therm（）philus　biosynthesizes　 carotenoids 　 as

well 　as 血enno −ph正le−specific 　polyamines　such 　as　pentam −

ines　and 　hexamines．　We 　have　investigated　possible　protec−

tive　 effects 　 of 　these　 compounds 　 against 　ROS 　 reaction 　to

DNA ．　After　isolation　 Qf 　deletion　 mutants 　 elther 　in　 sρeB

（polyamine　biosynthesis）or 　crtB （carotenoid 　biosynthesis）
in　a　mutM

’ト
and 　a　mutM

“
background

，
　spontaneous 　mutation

rates 　are 　going　to　be　compared 　with 　their　parent　strains ．

好気性 高度好熱菌 にお けるDNA 酸化 損傷の 防
御 と修復 に 関す る研究
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　好気 性 細 菌 は 細 胞 内で 生 成 す る 活 性 酸 素 に よ っ て 、
DNA が 酸化損傷 を受け て お り、特 に グ ア ニ ン が 酸化 さ れ

た 8−oxo −G は ア デ ニ ン と誤 対 合 して 突 然 変 異 を引 き起 こ

す。高温 で は 化 学 反 応 が 進 み やす い た め、至 適 生 育 温 度

が70−75°Cの 高度好熱菌Theffmus　therm （｝1）hilusで は 8．oxo −

G の 生 成頻度 も中温 菌 に較 べ て 高い と 推 測 され る。こ の

高度 好熱 菌 に は 8−oxo −G を除 去 す るDNA グ リ コ シ ラ
ーゼ

（MutM ）、8−oxo −G と誤 対合 した A を除 去 する DNA グ リ コ

シ ラーゼ （MutY ）の ホ モ ロ グが 存在す る。mutM 遺伝子欠

損 変 異 株 を分 離 して 調 べ た 結 果、野 生 株 と比 べ て G ：C →

T：A 自然突然変異 率が 著 し く上 昇 した が、mut γ欠 損 株 で

は 自然突然変異 率の 上 昇 は 観察 され なか っ た。

　
一

方、71　theino
ρ
hilusは カ ロ テ ノ イ ド色 素 を生 合 成 す る

こ と、また、高度好熱菌 に特有の 長鎖ポ リア ミ ン （ペ ン タ

ミ ン 類 や ヘ キ サ ミ ン 類）を生 合 成す る こ と が 知 られ て い

る。そ こ で 、こ れ らの 物 質が 活 性 酸 素 に よ るDNA の 酸 化

損傷の 生成を防御 して い る可 能性 につ い て検討 した。ポ

リァ ミ ン 生 合 成 関 連 遺 伝 子 speB 破壊株、お よび カ ロ テ ノ

イ ド生 合 成 関 連 遺伝 子 crtB 破 壊 株 を分 離 し、　 G ：C → T ：A 自

然突然変異 率 につ い て 親株 と比 較 した結 果 に つ い て 報 告

す る。
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　 The 　yg／D 　and 　yeαZ 　orthologs 　are 　highly　conserved 　in　a
wide 　variety 　of 　organisms ．　In　recent 　years，　functions　of 　thc

orthologs 　were 　reported 　to　be　some 　relatiQnships 　with 　DNA
maintenance ，　 but　 a　 fhnctional　 correlation 　 has　 not 　 been
f（〕und 　among 　different　organisms ．　In　this　study ，　the　effect 　of

disruptions　in ア9μ）　and 冫
・eaZ 　orthologs 　in　Z）einococcus

radiodu 」
’
ans （D   1

’
D ，　D ・P・eaZ ）as　well 　as 肋 e跏 〃∫ 剏 尸碑 o−

philtts（恥 9μ），　TtyeαZ）to　a　variety 　of 　DNA 　damage　ageDts
were 　investigated．

　The 　D   D ，　 DtッeaZ ，ηyg／D 　and 　TtyeaZ　disruptants
strains 　were 　treated　with 　UV 　mitomycin 　C （MMC ），　methyl
methanesulibnate （MMS ），　 nitrosoguanidine （MNNG ），γ

一

rays ，　 alld　H202 ，　 and 　thire　 survival 　 rates 　 were 　 measured ，
Notably，　 all　the　disruptants　exhibited　high　sensitivity　to

MMC 　 rather 　than　other 　DNA 　 agents 　used ，　 which 　 causes

inter− and 　intrastrand　DNA 　crosslinl（ing．　These 　resuhs 　sug−

gest　that 雌 μ） and 　yeaZ　genes　 are 　involved　in　the　DNA
repair　system 　and 　play　a　critical　role 　in　the　MMC −induced
DNA 　damage　in　D ．　radiodurans 　and 　T　thermophilu ＆

放射線抵抗性細菌 と高度好 熱菌 の DNA 修復 に

お けるアg／D 及 晦 8αZオ ル ソ ロ グの 機能解析
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D／yeaZ遺伝子 フ ァ ミ リ

ーは、原核 生 物 や 真核 生 物、

古細菌 な どの 多くの 生 物種問で 広 く保存され て い る 機能

未知遺伝子の
一群 で あ る。近 年、当該遺 伝子 の 機 能解析

の 結果が相次い で 報告 され て お り、DNA に 関連 す る何 ら

か の 機能が 推 測 され る もの の 、生 物 問 で の 機能的 相関 性

は見 られ て い な い の が 現状 で あ る。そ こ で 我 々 は、ygfD，

yeaZ遺伝子 の 機能解明 を行うた め に、放射線抵抗性細菌

DeinOCOCCWS　radiodurans と、そ の 近 縁 種 で あ る高度好 熱

菌 Thermus　thermophilus をモ デ ル 生 物 と して、　y911），　yeaZ
遺伝子 の 分 子 遺伝学 的 解析 を行 っ た。

　D ．radiodurans の ygiD，　yeaZ オ ル ソ ロ グ で あるDiygiD 及

びDo ，eaZ の 遺 伝 子 破壊株 とZ 伽 朋 叩 屠 〃∫ の ygμ），　）
’
eaZ

オ ル ソ ロ グで あ る Ttygi
’
D 及 び TtyeaZ の 遺 伝子破壊株を用 い

て 、UV 、　MMC 、　MMS 、　MNNG 、γ線及 びH202 に 対する 生

存率を測定 した。その 結果、D．　radiodttr α ns とTthermophilus
の 各遺 伝 子破壊株 は 、MMC に 対 して 著 しい 感受性 を示 し

た。こ れ よ り、D ．　radiodur α ns 及び T．　thertnoρhitusの ygy
’
D ，

yeαZオ ル ソ ロ グ は、　DNA 架橋損傷 の 修復機構 に大きく関

与 して い る こ とが示 唆 され た 。
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